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研究成果の概要（和文）：アルコール依存症は、現在治療法がなく、罹患してしまうと断酒を続

けるしかない。アルコール依存症者には心理的な支援が必要であり、そのためには心理的なデ

ータが必要である。そこで本研究ではアルコール依存症者の心理特性の基盤となる自己意識・

自己内省・不安の変化について調べた。その結果、アルコール依存症者にこれらの因子の変化

がある可能性は示唆された。しかしその詳細については今後も検討が必要である。 

 
研究成果の概要（英文）：Alcoholics must give up drinking to live. This study focused on 
self-consciousness, self-reflection and anxiety in alcoholics which is a base of mental 
characteristics of alcoholics. This result indicates that there is some possibility of 
changing in recovery process of self-consciousness, self-reflection and anxiety in 
alcoholics. 
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１．研究開始当初の背景 

アルコール依存症者（以下ア症者）の断酒

率は，ア症専門医療機関退院後 1年で 30％前

後となっている 1)。また，飲酒によって死亡

したア症者の平均寿命は 50～52歳 2)3)である

とされている。以上の調査から，現状として

は，ア症者の予後は良好とはいえないことが

推察できるため，ア症者に対し現在一般に行

われている治療及びリハビリテーションに

加えて，新たなサポートの可能性についても

模索していく必要があると考えられる。 

ア症者に対する治療法は，主として医学の

領域で発展してきた。薬物療法，遺伝情報の

解析等の研究が行われ，治療に応用されてい

る。また，ア症者に対する心理的側面に関し

ても，集団療法や患者教育などの臨床研究に

関する研究が行われているが，ア症の心理学

的側面に関する基礎研究はほとんど行われ
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ていない。アルコール依存症（以下ア症）リ

ハビリテーションにおける新たな可能性を

探る上でも，心理的な側面にかかわる基礎研

究が必要であると考えた。 
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２．研究の目的 

先行研究をみると，ア症者の心理特性にお

ける問題が，発症の前後から一貫して，広く

は「自己意識」と「不安」にあると捉えるこ

とができる。本研究ではア症者における「自

己意識」,「自己内省」,「不安」についての

以下の仮説を設定した。 

①ア症者の回復過程が進むにつれ，自己意

識は公的・私的自己意識ともに低くなる 

②ア症者の回復過程が進むにつれ，自己内

省は高くなる 

③ア症者の回復過程が進むにつれ，不安は

低くなる 

以上に示したように，本研究では，「自己

意識」，「自己内省」，「不安」についてア症者

を対象に調査を行い，仮説①～③を検証する

ことを目的とする。最終的には，ア症者の心

理特性及びその変化を明らかにし，ア症者へ

の従来のリハビリテーションに必要な改善

や，新しいリハビリテーションへの提言の基

盤となる知見を示すことを目指したい。 

 

３．研究の方法 

研究目的にて述べた仮説を検証するため

には、まずは回復の過程を示すための指標を

設定する必要がある。本研究では，ア症者を

まず「回復期前」と「回復期」に分け，さら

に「回復期」群を断酒期間と SRRS の得点に

応じて分類する。「回復期前」と「回復期」

の区分に際しては,以下の点から行う。 

 

①猪野ら４）は，自助グループ会員の追跡調

査から，断酒期間 2年未満を「不安定期」，2

年以上 3 年未満を「移行期」，3 年以上を「安

定期」とした。本研究では,このうち「不安

定期」と「移行期」を「回復期前」,「安定

期」を「回復期」とする。 

②東京都精神医学総合研究所が 2007 年に

標準化した刺激薬物再使用リスク評価尺度

（SRRS）５）における分類に基づき,さらに「回

復期前」と「回復期」を詳細に区分する。 

 

上記の区分に基づき、自己意識についての

尺度６)、自己内省についての尺度 7)、不安に

関する尺度８)を使用し、ア症者の回復過程に

おける心理特性を明らかにする。 

 

また，ア症者における心理特性について，

回復過程の変化をより具体的に検討するた

めには，縦断的な視点も必要であると考えら

れる。そのため，回復期のア症者を対象に面

接調査を行い，回復過程の「自己意識」，「自

己内省」，「不安」の変化を調査することによ

り，縦断的な視野を補うこととする。詳しい

研究計画は下記の通りである 

 

研究 1：刺激薬物再使用リスク評価尺度

（SRRS）6)のアルコール依存症者への適用 

研究 2：アルコール依存症者における自己意



 

 

識 

研究 3：アルコール依存症者における自己内

省 

研究 4：アルコール依存症者における特性不

安 

研究 5：アルコール依存症者の回復過程にお

ける自己意識・自己内省の縦断的調査 

 

 研究 1～研究 4 は調査研究であり、いずれ

も対象者は自助グループ会員を中心とした

ア症患者 200名及びア症専門病院及びア症専

門施設等ア症患者 200 名を予定している。こ

れは自助グループ会員には長期断酒者が多

く、ア症専門病院及びア症専門施設等には比

較的断酒期間の短い者が多いからである。研

究 1 では刺激薬物再使用リスク評価尺度

（SRRS）5)、2では自意識尺度、3では自己意

識・自己内省尺度（SCSR）、4 では状態・特性

不安インベントリー（STAI）日本語版を使用

する。調査手続きは質問紙調査であるが、回

収方法は依頼先の要望に応じる。 

研究 5では研究 1で設定した回復期区分にお
いて，回復度がより高いと判断できる条件を
満たしたア症者 5～10 名程度を対象者とし、
自己意識・自己内省・不安に関する質問を中
心とした，1時間程度の半構造化面接を行う。
データを要素別にカード化し，自己意識に関
わるもの，自己内省に関わるもの，不安に関
わるものに，カテゴリ分類を行う。さらに，
それらカテゴリ別に時系列に分類し，仮説①
～③の検証を行う。 
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４．研究成果 
文献研究を進めるにあたり、これらの調査

当初予定していた尺度の利用について、特に
自己心理学分野について見直しが必要であ
る可能性もあると考えた。アルコール依存症
（以下ア症）の回復には自助グループが有効
であることから、自助グループの機能という
観点より、回復期ア症者の自己意識の変化に
ついて検討した。 
その結果、ア症者の自助グループが持つ機

能として、「自己洞察」や「自己の再発見」
など私的自己意識や自己内省に包含される
ものが多く見出された。さらに、「対人関係
能力の成長」や「スティグマへの対処」とい
う、自己と周囲との関連するようなキーワー
ドもあった。公的自己意識の高まりが対人不
安の前提である 9)を考えると、こういった当
事者を取り巻く環境を要因としてどのよう
に考慮するかを検討する必要性があるであ
ろう。以上より、自助グループ内でのア症者
の回復過程には自己意識への変化があるの
は間違いないが、検討項目は他にも必要であ
る可能性が示唆された。今後はこの課題を継
続しつつ、研究計画 1～4 に新しい要素を加
えた上で材料完成させることとした。 
しかしさらに状況が変化し、例えば研究 1

について、SRRSを開発した東京都精神医学研
究所が、アルコールに特化した尺度 ARRS10)

を開発しため、研究計画に変更が生じた。ま
た、文献研究の結果、新たな検討項目として
ポジティブ・イリュージョン、さらに臨床へ
の活用を視野に入れ、対人関係スキル等を盛
り込むことを検討中である。しかし対象者の
負担を考慮し、質問項目を精査し、項目数を
減らさなくてはならないため、今後も慎重に
検討していく。 
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